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口
承
文
芸
の
国
際
比
較

伊 

藤
　
清 
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他
の
執
筆
者
諸
兄
姉
と
の
重
複
を
避
け
て
、
私
個
人
の
知
見
を
も
と
に

回
顧
と
今
後
へ
の
期
待
を
述
べ
る
。
本
学
会
の
創
立
の
趣
旨
は
臼
田
甚
五

郎
氏
の
「
日
本
口
承
文
芸
学
会
の
創
立
」（
本
誌
第
一
号
）
に
陳
述
さ
れ

て
い
る
と
お
り
、
斯
学
の
国
際
交
流
、
国
際
的
比
較
研
究
の
必
要
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
事
情
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
同
様
の
動
き
は
文
化
大
革

命
終
熄
間
も
な
い
中
国
側
に
も
あ
っ
た
。
中
国
民
間
文
芸
研
究
会
の
慫
慂

に
よ
っ
て
一
九
八
〇
年
末
、
本
学
会
関
係
者
九
名
が
中
国
を
訪
問
、
両
国

の
学
術
交
流
に
つ
い
て
意
見
が
交
さ
れ
た
（
詳
細
は
飯
倉
照
平
「
日
本
口

承
文
芸
学
会
代
表
訪
中
団
の
報
告
」
本
誌
第
四
号
）。
そ
の
協
議
の
席
上
、

交
流
の
具
体
化
の
一
環
と
し
て
私
が
中
国
に
留
学
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

一
九
八
二
年
秋
か
ら
一
ヵ
年
間
、
中
国
中
央
民
族
学
院
（
在
北
京
、
現
・

中
央
民
族
大
学
）
に
在
籍
し
た
。
し
か
し
当
時
の
中
国
は
文
化
大
革
命
の

後
遺
症
も
あ
り
、
例
え
ば
同
学
院
の
図
書
館
は
甚
だ
不
備
で
利
用
も
儘
な

ら
な
い
情
況
に
あ
り
、
私
自
身
の
力
量
不
足
も
あ
っ
て
所
期
の
目
的
が
果

せ
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
（
詳
細
は
拙
稿
「
私
の
瞻
た
《
北
京
秋
天
》」『
三

田
評
論
』
八
四
七
号
、
一
九
八
四
年
）。

　

一
九
八
〇
年
代
は
じ
め
ま
で
は
学
問
に
対
す
る
政
治
の
優
位
性
が
今
日

以
上
に
強
く
、
外
国
人
学
者
の
現
地
調
査
は
認
め
ら
れ
ず
、
刊
行
さ
れ
た

口
承
文
芸
関
係
文
献
に
も
学
術
資
料
と
し
て
の
価
値
を
疑
わ
れ
る
も
の
が

尠
く
な
か
っ
た
（
具
体
的
な
事
例
は
拙
稿
「
中
国
少
数
民
族
研
究
の
歩
み
」

『
ア
ジ
ア
民
族
文
化
研
究
』
一
号
、
二
〇
〇
二
年
）。
し
か
し
そ
の
後
の
中

国
共
産
党
・
政
府
の
政
策
転
換
に
伴
い
、
学
問
の
位
相
も
変
化
し
た
。
口

承
文
芸
に
つ
い
て
い
え
ば
故
事
（
神
話
・
昔
話
・
伝
説
）、
歌
謡
、
俚
諺

の
全
国
規
模
の
統
一
的
な
調
査
・
採
集
と
記
録
化
（
三
套
集
成
）
が
推
進

さ
れ
、
省
、
市
県
、
村
鎭
各
レ
ベ
ル
の
厖
大
な
資
料
が
蓄
積
さ
れ
、
そ
の

相
当
部
分
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
が
、
国
外
の
者
に
は
そ
の
全
貌
が
未
だ
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
一
部
を
み
る
限
り
、
そ
の
学
術
的
価
値
も

格
段
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。
資
料
に
は
伝
承
者
、
採
録
者
の
姓
名
等
や
伝

承
地
も
付
記
さ
れ
、
何
よ
り
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
影
が
稀
薄
化
し
、
国

際
的
比
較
に
堪
え
得
る
資
料
が
文
字
と
お
り
山
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

な
お
資
料
蓄
積
の
情
況
は
韓
国
で
も
同
様
で
あ
る
。
韓
国
精
神
文
化
研

究
院
編
輯
に
よ
る
浩
澣
な
『
韓
国
口
碑
文
学
大
系
』
そ
の
他
の
資
料
集
が

出
版
さ
れ
、
国
際
比
較
研
究
の
諸
成
果
が
続
出
し
つ
つ
あ
る
。

　

わ
が
国
の
伝
承
文
化
研
究
は
既
に
旧
来
の
狭
い
枠
を
取
り
拂
い
東
ア
ジ

ア
文
化
の
中
で
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
に
あ
る
が
、
そ
の
国
際

比
較
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
中
国
や
朝
鮮
な
ど
隣
接
地
域
と
の
類
似
点
を

捜
り
出
し
そ
れ
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
類
似
の
中
の
相
異
、

つ
ま
り
東
ア
ジ
ア
文
化
と
の
異
同
の
中
に
認
め
ら
れ
る
日
本
文
化
の
特
質

を
探
求
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国
の
三
套
集
成
の
蓄
積
と

そ
の
内
容
は
『
韓
国
口
碑
大
系
』
な
ど
の
そ
れ
と
と
も
に
こ
の
必
然
と
そ

の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
い
と
う
・
せ
い
じ
／
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）


